
議題（１）

ワーキンググループの設置について
（さいたま市）

さいたま市
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ワーキンググループの設置について
ワーキンググループ

・連携に参画している観光セクションの中でも、

教育旅行、インバウンド、ワーケーション、個人型旅行商品造成等

注力したい分野ごとに、ワーキンググループを作り、組織を細分化してもいいのではないか。

・全てさいたま市がリーダーというのは負担が大きいので、各都市でワーキングリーダーを決めながら、

ハンドリングとしてはさいたま市に入ってもらい、東日本連携としての方向性は維持しつつ、

細分化して事業を考案してはどうか。

令和4年度第2回 東日本連携観光部門課長会議

テーマ

参加都市

第１回ＷＧ

各ＷＧの活動

活動・成果報告

テーマ決定

テーマごとの参加都市確認

リーダー、活動内容、目標設定、今後の進め方等の打合せ

１年間の活動・成果を報告

各グループで活動

R6.10(R6フォーラム)

通年

R5.9～10

R5.8(局部長会議)

R5.7(課長会議)
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ワーキンググループの設置について
インバウンド SNS連携・活用 スポーツ

会津若松市 宇都宮市・南魚沼市 さいたま市提案市

内容

リーダー

参加都市

今後、共通するターゲット国を見
据え、各市の取組やコンテンツ等
の情報共有を深めた上で、広域
連携によるインバウンド誘客の取
組を検討していく。

《連携》
自治体同士のSNS連携を行う。
《活用》
SNS活用のノウハウを共に研究し、
活用に繋げていく。

スポーツイベントによる連携を
進め、参加都市のイベントで
都市PRを行う。

会津若松市 さいたま市

秋田市、福島市、
さいたま市、魚沼市、
氷見市

みなかみ町、福井市

テーマ

6 10 3
都市都市 都市

南魚沼市
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山形市、仙台市、
福島市、宇都宮市、
那須塩原市、
三条市、高岡市、
南砺市、小松市


